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資料３－１ 

 

課電自然循環洗浄法について 

 

１．概要 

  微量 PCB 汚染廃電気機器等の処理を促進するため、微量 PCB 含有電気機器の使用段階

において適用可能な無害化技術である課電自然循環洗浄法については、PCB 廃棄物処理

基本計画（平成 26 年６月変更告示）において、「適用の枠組の早期構築について検討

する」とされ、規制改革実施計画（平成 26 年６月閣議決定）においても、平成 26 年度

中に「電気事業法令上の取扱いの明確化及び廃棄段階での処理済機器の廃棄物処理法令

上の取扱いの明確化を図る」とされている。 

  課電自然循環洗浄法については、平成 22 年度から技術的観点からの検討が進み、一

定の条件の下に所定の手順を経ることで PCB を無害化できることが明らかとなった。 

  これを踏まえ、本法を実施する際のスキームについて、経済産業省及び当省において、

「微量 PCB 廃棄物等の適正処理に関する研究会」を開催し、学識者及び関係事業者団体

等の助言を頂きつつ、検討を行った。 

 

２．原理 

  微量 PCB 含有電気機器から絶縁油を抜油し、新油を充填した後、90 日間以上課電（通

常の状況下での機器使用）することにより機器内を発熱させ、外気温と油温の差により、

新油を自然循環させ、機器内部の PCB を新油に洗い出すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 
 

３．検討結果 

（１）対象機器について 

  ア 変圧器の構造 

    課電自然循環洗浄法の適用対象機器としては、微量 PCB 汚染廃電気機器等たる変

圧器（トランス）が想定されるが、一般に変圧器は、容器（筐体）、内部構成物（鉄

心、コイル、リード線等。一般に「コア」と総称される。）及び付随物（負荷時タ

ップ切換装置（LTC）及び浄油機、エレファント、ブッシング等）から構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 変圧器本体概略図 

 

 イ 絶縁油が封入された付随物について 

  ① 課電自然循環洗浄法の適用可否について 

    負荷時タップ切換装置（LTC）及び浄油機、エレファント、感温部、ブッシング
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には、変圧器本体とは別に絶縁油を封入している場合がある。これまでの技術的観

点からの検討により得られた知見を踏まえると、仮に付随物に変圧器本体とは別に

微量 PCB 汚染絶縁油が封入されていた場合の課電自然循環洗浄法の適用可能性は

表１のとおり整理される。 

表１ 付随物の課電自然循環洗浄法の適用に係る検討結果 

付随物の種類 課電自然循環洗浄法適用に係る検討結果 

適用の

可否 

適用の可否の考え方 

負荷時タップ切換装

置（LTC）及び浄油機 

○ LTC 及び浄油機は点検等により絶縁油の入替が可

能である。また、熱源となる巻線はないものの、

本体と密着した構造であることから熱伝導により

本体と同程度の油温に保たれ、循環装置により強

制循環もされる。 

エレファント ○ エレファントは点検等により絶縁油の入替が可能

である。また、熱源となる巻線はないものの、本

体と密着した構造であることから熱伝導により本

体と同程度の油温に保たれる。 

感温部 ○ 感温部は点検等により絶縁油の入替が可能であ

る。また、熱源となる巻線はないものの。本体と

密着した構造であることから熱伝導により本体と

同程度の油温に保たれる。 

ブッシング △ ブッシングは、一部のものを除き、ほとんどが密

閉構造により絶縁油分析・絶縁油入替ができず、

洗浄できない。 

 

 ② ブッシングについて 

   ブッシングは、その構造に応じて、絶縁油の封入状況が異なる。代表的なブッシン

グの構造とそれに応じた絶縁油の封入状況を踏まえた、課電自然循環洗浄法の適用可

能性は表２のとおり整理される。 
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表２ ブッシングの課電自然循環洗浄法の適用に係る検討結果 

ブッシングの種類 共油タイプ 油密封／共油タイプ 油密封タイプ（栓、排気封入弁付き） 

代表的な構造図 

  
 

絶縁油の封入状況 変圧器本体に封入された絶

縁油を共有する。 

変圧器本体に封入された絶縁油を共有す

る共油部分と本体とは別に絶縁油を封入

している部分が存在。後者の絶縁油を取

り出すことはフタの劣化を伴うため困

難。 

変圧器本体とは別に絶縁油を封入している。 

機器の健全性を保つため、栓を外して絶縁油を

取り出すことは困難。 

課電自然循環洗浄

法の適用可否 

○ × × 
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ブッシングの種類 油密封タイプ（バルブ付き） 油密封タイプ 

代表的な構造図 

  

絶縁油の封入状況 変圧器本体とは別に絶縁油を封入している。 

機器の健全性を保つため、バルブを外して絶縁油を取り出

すことは困難。 

変圧器本体とは別に絶縁油を封入している。 

絶縁油を取り出すには、本体の分解等を伴うため困難。 

課電自然循環洗浄

法の適用可否 

× × 
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ウ 元油濃度、変圧器の大きさについて 

  課電自然循環洗浄法については、これまでの技術的観点からの検討の中で、実証

試験が行われており、変圧器にそもそも封入されている絶縁油（元油）中の PCB 濃

度が５mg/kg 以下のもので、かつ、その油量が 2,000 リットル以上（変圧器重量約

７トン以上のものに相当）のものについては、元油を抜油し、新しい絶縁油を封入

の上、90 日間以上洗浄したものについて、絶縁油中の PCB 濃度が 0.3mg/kg 以下で

あれば、本体容器及びコア部分等の各部材の PCB 濃度が、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律施行規則第１条の２に規定される PCB 処理物の基準に適合することが確

認されている。 

  このため、微量 PCB 含有電気機器等である使用中の変圧器のうち、元油中の PCB

濃度が５mg/kg 以下で、かつ、油量が 2,000 リットル以上のものについては、課電

自然循環洗浄法が適用可能と考えられる。 

 

（２）課電自然循環洗浄法の具体的な方法及び洗浄後の変圧器の取扱いについて 

   課電自然循環洗浄法の適正な実施を担保するため、その取扱いを資料３－２及び資

料３－３のとおりとしたい。 

 

４．対象機器の拡大に向けた検討 

課電自然循環洗浄法の対象機器の拡大に向け、次の項目に係る技術的な検討を今後も

引き続き行っていくこととする。 

（１）ブッシングについて 

   ブッシングの健全性を維持しつつ、絶縁油を取り出す技術的な手法を検討する。 

（２）元油濃度について 

   元油中の PCB濃度が５mg/kg を超える変圧器に係る適正な課電自然循環洗浄の条件、

手法について検討する。 

（３）元油の油量について 

   油量が 2,000 リットル未満の中型・小型の変圧器に係る適正な課電自然循環洗浄の

条件、手法について検討する。 
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